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このたび、県立病院経営委員会から「新潟県病院事業の取組方針」の令和
２年度取組状況に対する客観的評価の報告がありましたので、令和３年度に
実施した「信頼される県立病院づくりアンケート調査結果」とあわせてお知
らせします。

※「客観的評価」については、
上表にある自己評価に基づ
く客観的評価（案）を標準とし
て、経営委員会で審議の上、
決定するので、上表と異なる
場合がある。

令和２年度の取組状況に対する客観的評価
評価項目

自己評価
客観的
評価

平均点 評価ランク 判定

１．医療機能等に関する事項

① 県民から信頼される病院づくり調査

1.0 Ｃ △

県立病院の信頼性

うち過去３年以内利用者の信頼性

職員満足度

病院機能評価認定病院数

② 研修教育機能 [基幹型臨床研修病院]

2.3 Ａ ○
次年度初期臨床研修医採用予定者数

学生等の病院実習受入数

学生等の病院見学受入数

２．収益的収支に関する事項

① 経営指標の状況（医業収支比率） 1.0 Ｃ △

② その他経営指標の状況

1.9 Ｂ △

経常収支比率

職員給与費対医業収益比率

病床利用率

入院診療単価

評価基準 自己評価
客観的
評価（案）

十分な成果が
ある

Ｓ ◎

一定の成果が
ある

Ａ 〇

成果はあるが
まだ不十分

Ｂ △

あまり成果が
ない

Ｃ ×

３．総合評価（客観的評価）

＜経営改善＞
・令和２年度の収益的収支全体の決算としては、令和元年度からの経営改善に関する緊急的な取組に加え、新型コロナ対応
関連補助金という特殊事情により黒字決算となったが、それは県立病院がセーフティネットの役割を果たしたという裏返し
でもあり、医療事業と政策事業の合計である経常損益が黒字であったことは評価されるものである。
・一方、人口減少が続く中、医業収益が増加に転じるのは難しく、令和３年度以降は予断を許さない状況にあることから、
人口減少を前提とした経営に取り組む必要がある。
・引き続き、徹底した経営改善及び県立病院の役割・あり方の見直しにより、将来、予測される内部留保資金の枯渇を回避
されたい。

＜県立病院の役割・あり方＞
・県立病院の役割・あり方の見直しについては、これまでの方針で取り組むべきである。
・地域医療構想の実現に向け、各圏域で議論が行われているが、県立病院の役割は特に注目されているので、県立病院の役
割・あり方の見直しを進展させる機会と捉え、積極的に議論に参加してほしい。
・地域に医療がなければ人は住むことができないので、経営の効率化一辺倒ではなく、住民目線で医療提供体制を考えてい
く必要がある。
・医療提供体制の確保という観点から医療機関の役割分担は必須ではあるが、地域の現状を踏まえ、必要な機能は残してい
くということが理解されるよう、丁寧に協議を重ねてほしい。
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※平均点は、目標達成度110%
以上が3.0点の最高ランクとす
る評点の平均
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(1)調査対象:県立病院の圏域内に居住する満18歳以上の男女個人
（精神、リウマチを除く）

(2)抽出方法:各市町村の選挙人名簿からの系統無作為抽出
(3)調査方法:郵送調査
(4)調査期間:R３.9.28～10.11
(5)回答者数:2,298人（回収率44.2%） ※R2:2,716人（回収率52.2％）

調査概要

【信頼度】
全体の信頼度は、81.5％(R2:80.2%)と、前年度に比べ上昇しました。
病院別では、11病院中6病院で上昇しました。

【満足度】
14項目中前年度より上昇したのは２項目で、最も高いのは「職員の身だしなみ・

言葉遣い」(93.1%)、最も低いのは「診察までの待ち時間」(60.8%)となりました。

調査結果

住民からの信頼度

住民からの満足度

令和３年度住民ニーズ調査 結果概要

取組評価の指標



病院窓口の対応
電話交換手の対

応
看護師の対応 MSWの対応 医師の対応

R2（n=34） 91.2 94.1 91.1 91.2 85.3

R3（n=34） 91.2 85.3 82.3 85.3 79.5
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患者搬送時の

受入れ

電話交換手の

対応
警備員の対応 医師の対応 看護師の対応

全般的な救急

医療体制

R2（n=36） 72.2 88.8 88.9 88.9 91.7 75.0

R3（n=39） 64.1 87.2 89.8 84.6 92.3 58.9
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診療情報提供書

への評価
逆紹介への評価

R2（n=274） 90.5 89.0 92.7 86.5 86.9

R3（n=223） 85.8 90.0 89.9 86.7 89.0
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(1)調査対象:県立病院との連携業務に従事している医療機関の医師、県内市町村の保健師
県立病院への救急搬送業務に従事している県内消防本部の救急隊員

(2)調査方法:郵送調査
(3)調査期間:R3.9.29～10.20
(4)回答者数:医師223人（回収率55.5%）保健師34人（回収率56.7％）

救急隊員39人（回収率100.0％）

調査概要

【医師の満足度】
医師の信頼度は、５項目中前年度より上昇したのは３項目で、最も高いのは「看護師の

対応」(90.0%)、最も低いのは「医師の対応」(85.8%)となりました。
【保健師の満足度】
保健師の満足度は、５項目中前年度より低下したのは４項目で、最も高いのは「病院窓

口での対応」(91.2%)で、最も低いのは「医師の対応」(79.5%)となりました。
【救急隊員の満足度】
救急隊員の満足度は、６項目中前年度より上昇したのは2項目で、最も高いのは「看護

師の対応」(92.3%)、最も低いのは「全般的な救急医療体制」(58.9%)となりました。

調査結果

医師の満足度

保健師の満足度

救急隊員の満足度

取組評価の指標

令和３年度医療関係者調査 結果概要
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(1)調査対象:全県立病院職員
(2)調査方法:各病院にてアンケート用紙を配布・回収
(3)調査期間:R3.9～10月
(4)回答者数:3,616人（回収率76.9%）※R2:3,820人（回収率82.5%）

調査概要

【総合満足度】
全体の総合満足度は、75.2％（R2:76.1％）と前年度に比べ低下しました。
病院別では、13病院中６病院で上昇しました。

【項目別満足度】
全ての項目で前年度に比べ低下しました。

調査結果

総合満足度

項目別満足度

令和３年度職員意識調査 結果概要

仕事 対人関係 組織風土 自己の成長
ビジョン、帰

属意識

地元住民から

の信頼

R2年度 74.9 86.4 81.1 64.4 75.6 80.6

R3年度 73.6 86.1 80.1 63.5 75.0 79.8
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R3年度 75.2 79.1 75.0 83.1 74.3 75.2 77.4 72.9 76.3 71.2 75.0 75.5 81.7 71.6
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取組評価の指標

【編集後記】
これまでも持続可能な医療提供体制の確保に向けて、経営改善やサービス向上に取り組んできました

が、今回の評価や調査結果を踏まえて、より一層、地域住民や患者さんへのサービス向上などが図られ
ればと思います。


